










































Issues and Prospects in Teaching Poetry Writing for Primary School Children:
Focus on Historical Transitions and Teaching Materials in Japanese Language Textbooks
Yuka NAKAI
キーワード：児童詩教育、国語科、想像力、教科書　　　　　　　　　　　　　















































































































































































































































































































































■短歌・俳句を作ろう ■日常を十七音で ■俳句・短歌を作ろう ■一つの言葉から ■表現のよいところを見
つけ合おう/句会を楽し
む
短歌（良寛）、俳句（小
林一茶）
俳句６首（松本たかし、
日野草城、河東碧梧桐・
小林一茶・阿波野青畝） 
小学生の俳句３首
小学生の俳句５首
小学生の短歌２首
「桜」（児童詩） 小学生の俳句２首
・短歌・俳句の穴埋め
・季語を使って書く
・言葉の選択、順序、文
字、助詞の使い方など表
現を工夫して俳句を作る
・一つの言葉から連想し
て言葉をつなげて詩をつ
くる
・取り合わせの技法を使
う
・俳号をつけ、句会を開
く■五・七・五で表そう
5年生による俳句４首
・発見したり感じたりし
たことを俳句にする
6
■心と言葉をつなげよう ■たのしみは ■表現のくふうを楽しも
う/短歌を作る
宇宙連詩（毛利衛・新藤
涼子・高橋順子）
連詩公募作品（高校１年
生・小學3年生）
短歌１首（橘曙覧） 短歌４首（俵万智、正岡
子規、良寛、与謝野晶子）
・「たのしみは」で始まり、
「～時」で結ぶ短歌の形
を借りて自分の「たのし
み」を短歌に表す
・題材、言葉の使い方の
工夫
・短歌の発表会
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ができるはずである。そうすることによって児童詩
教育に蔓延してきた対立構造を解消し、また偏りの
ない児童詩教育を構築していくことにつながる。そ
のためにも、ことばの操作と「想像力」との連関構
造をより深く追求することは国語教育における児童
詩教育の意義と役割についての共通理解を形成して
いくために必要不可欠な仕事である。教科書教材の
傾向の違いは、こうした課題がまだ残されているこ
とを我々に語りかける。
４．おわりに：日本における児童詩教育についての
展望
　本稿では、日本の児童詩教育の課題について、そ
の理論的な対立構造、実際の学校教育との関連、国
語教科書の特徴を手がかりとしながら考察を行って
きた。今回の考察によって見いだされてきた児童詩
教育の課題は大きく分けて以下の５点に整理するこ
とができる。
（１）作品主義からの脱却の必要性
　児童生活詩と主体的児童詩という日本の児童詩教
育において最も大きく対立した２つの立場は、それ
ぞれが国語科における詩の教育として意味と価値を
持っていたにも関わらず、〈すぐれた子どもの詩〉
という独自の基準によって抱いていた作品主義的性
格によってお互いに相容れることなく平行線をたど
ることになっていた。
　そのように、子どもたちの詩そのものの優劣をつ
けていくような態度は、理論上の対立を生み出し、
それは授業において優れた詩を生み出せないことに
対する恐怖心を、教師にも子どもにも生じさせると
いう事態の引き金となってきた。教師に必要なの
は、子どもたちの作品に優劣を見いだす審美眼では
ない。書かれた詩や詩を書いている姿から、子供た
ちが何を学ぶことができているか、何に迷っている
のか、ということをつぶさに捉える、ことばの教育
における専門的力量であろう。作品主義を脱し、「こ
とば」をつかさどる国語科教育の中で詩を書くとい
う営みにおいて、子どもたちが何を学び何に迷って
いるのかということを教師側が今一度認識しなおす
ことは第一に肝要であり、そのための理論構築は急
ぐべき課題である。
（２）カリキュラムの構築
　学校教育において、系統的な児童詩教育を行うた
めにはカリキュラムの構築は必要不可欠である。今
後は、そうした子どもたちの言語的発達の様相をよ
り詳細に明らかにし、精緻化していく必要がある。
また、その言語的発達を軸にしながら、どの段階で
何をめざすのかということについても明らかにして
いくことが求められる。それはすなわち、児童詩教
育の目標だけでなく評価体系の形成の必要性をも意
味する。
（３）創作プロセスをふまえた指導法の解明
　これまで、重厚な児童詩教育の歴史と現場教師の
実践によって、様々に豊かな指導法や表現方法がう
みだされてきた。そうして培われてきた実践知を構
造化していくことに加えて、学びが生じる場を作る
ための指導法の解明が求められる。教師が詩の書き
方を教えるための準備をするだけでは、子どもたち
はそうした詩の書き方を知るのみであり、表面的な
活動として終わってしまいかねない。教室における
詩の創作は子どもがひとりで自分の才能を頼って進
めていく行為ではなく、そこで共に書き合うクラス
メイトの存在、さらに教師自身の存在の重要性を再
認識し、特に教師がその場においてどのような役割
を担っていくのかという教室の社会的機能を具体的
に解明していくことの重要性は大きい。
（４）ことばを介した「想像力」の姿のさらなる追
究
　今回の考察によって、現代の児童詩教育論におけ
る鍵となる概念として「想像力」に光を当てること
ができた。ことばを拠り所とする「想像力」を基盤
とすることは、これまでの児童詩教育の対立を解消
する可能性を持つとともに、国語科教育における児
童詩教育の意義を改めて位置づけ直すことにもつな
がる。ことばをどのように選びどのように配列する
かという思考は、それまで子どもたちが経験してき
た現実を認識する方法、そして虚構へと飛躍させて
いく方法へとつながっていく。そこでのことばの機
能と「想像力」の連関構造を解明することは、前項
の「創作プロセス」の解明やカリキュラム構築とも
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つながりを持ち、児童詩教育の具体的な方法を発展
させていくことに必要不可欠な課題である。
（５）子どもたちの生活経験・言語経験の時代的変
容
　日本における児童詩教育興隆期の「少年誌」は、
自作の詩や俳句、短歌、漢詩などの作品を発表する
場として、子どもたちの心をつかんでいた。現代の
子どもたちの心をつかむ「少年誌」といえば、コミッ
ク本やファッション誌が中心であり、全国的に売れ
る〈子どものための文壇〉としての「少年誌」は姿
を消した。「作品」として投稿する機会を失った「作
品主義的」児童詩教育が低調になるのも当然だとい
える。もちろんここでは、そうした「少年誌」の復
活を希望しているのではなく、そうした場を失った
ことで〈子どものための文壇〉への依存状態が明ら
かとなった今、求められるのはやはり根深い「作品
主義」の一掃である。
　また、時代の急激な移り変わりは、そのような「少
年誌」の消失だけではない。1980年代以降、世界的
に情報化が進み、日本もその例外ではなかった。そ
れまであらゆるできごと、ものごとを直接経験する
ことによって世界と対峙してきた子どもたちは、ふ
と立ち止まって身の回りに目を向けることそのもの
がすでに非日常を意味していた。「ふと通り過ぎて
しまう日常の生活経験」は、文字通り自分の目や耳
で見たこと、聞いた直接的な知覚そのものだった。
　情報化が進み続ける現代にあっては、あらゆるも
のごとやできごとを、情報として言語を通していと
もたやすく経験することができるようになってい
る。そのような、言語を通した経験がすでに日常化
している今、子どもたちの日常の生活経験には直接
的な知覚だけでなく、むしろその大部分を、言語を
通した経験が占めるようになっている。ふと立ち止
まって見つめ直すべき対象に「身の回りのこと」だ
けでなく「言語」も含まれていくのは当然である。
ことばそのものを対象とする児童詩教育の方法と意
義の解明およびその体系化は、これからの国語科に
おける詩創作指導の発展を支える重要な手がかりと
なるはずである。
【註】
（１）その発端は稲村謙一(1933)の提唱だとされて
いる。また、そこから派生したものとして妹尾輝
雄の提唱や吉田瑞穂の実践による「児童生活行動
詩」が挙げられるが、ここでは詳しく取り上げな
い。
（２）もともと山際の児童詩教育実践は、学生時代
に「その頃の児童詩が、面白くなかった」「それは、
作文のためのメモでしかないように、わたしには
思われ」たという、当時の児童生活詩の実態への
違和感から出発している。［山際、1977:34］その
点においては、「主体的児童詩」と類似した問題
意識を抱いていたといえる。
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